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瀬戸内海における赤潮の発生状況を見ると、昭和 51 年(299 件)まで年々増加の傾向にあったが、それ以降

は減少している。しかし、現在なお毎年 100 件前後の赤潮の発生が確認されており、平成 29 年には 71 件の

発生が確認された。赤潮の発生実件数と赤潮発生海域を図 5－1、図 5－2に示す。昭和 35年から平成 27年ま

での赤潮発生海域を図 5－4に示す。 

赤潮の発生に伴う漁業被害について、播磨灘では昭和 47年７月（養殖ハマチ 1,400万尾へい死、被害金額

71 億円）、52年８月（養殖ハマチ 330万尾へい死、被害金額 30億円）、53年７月（養殖ハマチ 280万尾へい

死、被害金額 33億円）、57年８月（養殖ハマチ 38万尾へい死、被害金額 8 億円）及び 62年８月（養殖ハマ

チ 135 万尾へい死、被害金額 25億円）に、安芸灘を中心とした海域では平成 10年８月（養殖マガキ 8,518万

枚へい死、被害金額 39億円）に大規模な漁業被害が発生した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注） 実件数は、複数の灘及び月にまたがるものを１件として計上した値である。 

出典：「瀬戸内海の赤潮」（水産庁瀬戸内海漁業調整事務所） 

 

図 5－1 赤潮の発生実件数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：「瀬戸内海の赤潮」（水産庁瀬戸内海漁業調整事務所、平成 30年５月） 

図 5－2 赤潮発生海域 （平成 29 年）  

79

136

164

210

269
255

299

196

151

172

188

171 166 165

130

170
162

107
117

124

108 107
100 105

96
90 89

135

105
112

106
97

89

106
118 115

94 99

116
104

91 89

116

83
97

80 78
71

35 39

23 18 17
29

18
27

15 17
8 8

18 13
5 8

14 12 10 6 7 5 6 6 2
10 12 11 11 7 10 7 8 8 13

7 11 9
19

7 9 11
18

9 13 16 14 12

0

50

100

150

200

250

300

昭

45

46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 58 59 60 61 62 63 平

元

2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29

発
生
件
数

(年)

(件）

発生確認件数

漁業被害を伴った発生確認件数


	5　赤潮の発生状況



